


News!

News!

みのりみのるマルシェ山形店オープン

農薬広域物流体制 ＪＡさがの参画で拡大

ＪＲ山形駅ビルから山形のおいしさ発信

平成 29 年 12 月から佐賀県内への配送開始

山形県本部

肥料農薬部

　
山
形
県
本
部
は
平
成
29
年
11
月
17
日
、山
形
市
の
J
R
山
形
駅
ビ
ル

の
エ
ス
パ
ル
山
形
1
階
に
農
産
物
販
売
店「
み
の
り
み
の
る
マ
ル
シ
ェ 

エ
ス
パ
ル
山
形
店
」を
開
店
し
ま
し
た
。

　
全
農
肥
料
農
薬
部
は
平
成
29
年
12
月
1
日
、北
部
九
州
広
域
物
流
セ

ン
タ
ー（
佐
賀
県
鳥
栖
市
）で
、J
A
さ
が
初
荷
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

J
A
さ
が
が
、全
農
北
部
九
州
広
域
物
流
体
制
に
参
画
す
る
こ
と
で
、

県
域
を
越
え
た「
物
流
コ
ス
ト
削
減
」と「
農
業
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
強

化
」を
一
層
進
め
、事
業
競
争
力
強
化
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
エ
ス
パ
ル
山
形
」
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
に
合

わ
せ
て
の
新
規
出
店
と
な
り
、

山
形
県
産
果
実
や
野
菜
を
中
心

に
ギ
フ
ト
商
品
や
日
配
品
な
ど

　
J
A
グ
ル
ー
プ
は
、
経
済
事

業
改
革
の
一
環
と
し
て
農
家
配

送
業
務
を
県
域
・
連
合
会
へ
委

託
す
る
広
域
物
流
体
制
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
北
部
九
州
地
区
で
は
、
平
成

24
年
12
月
に
佐
賀
県
鳥
栖
市

に「
北
部
九
州
広
域
物
流
セ
ン

多
く
の
品
物
を
取
り
そ
ろ
え
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
開
店
か
ら
3
日
間
の
オ
ー
プ

ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
毎
日
先
着

2
0
0
人
に
、あ
め
菓
子「
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
の
恋
」を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。「
つ
や
姫

レ
デ
ィ
」に
よ
る
県
産

米「
つ
や
姫
」の
試
食

販
売
や
旬
の
県
産
リ

ン
ゴ
と
西
洋
梨「
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
」の
特
価
販

売
な
ど
も
あ
り
、大
い

に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。

　

鈴
木
政
宜
店
長
は

「
県
内
外
の
消
費
者
に

新
鮮
で
高
品
質
な
山

形
県
産
農
産
物
の
良

さ
を
広
く
知
っ
て
も

ら
い
、近
隣
住
民
の
人

に
も
J
A
グ
ル
ー
プ

を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
店
を
目
指

し
ま
す
」と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

タ
ー
」を
設
置
し
、福
岡
、長
崎
、

大
分
3
県
の
農
薬
在
庫
一
元
管

理
、
農
家
別
セ
ッ
ト
組
の
集
中

作
業
な
ら
び
に
配
送
を
始
め
て

い
ま
す
。3
県
で
の
運
用
と
並
行

し
て
、J
A
さ
が
・
全
農
の
合

同
研
究
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

佐
賀
県
内
へ
の
配
送
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
初
荷
出
発
式
で
J
A
さ
が
の

坂
口
雅
義
専
務
は「
北
部
九
州

広
域
物
流
体
制
へ
の
参
画
を
機

に
事
業
競
争
力
の
強
化
を
図
り
、

既
存
業
務
の
合
理
化
・
効
率
化

に
よ
り
、農
家
組
合
員
の『
生
産

資
材
価
格
引
き
下
げ
』の
実
現
に

取
り
組
む
」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
J
A
さ
が
の
参
画
に

よ
り
、同
セ
ン
タ
ー
が
扱
う
北
部

九
州
地
区
4
県
の
農
薬
の
年
間

取
扱
金
額
は
1
0
0
億
円
を
超

え
る
こ
と
に
な
り
、更
な
る
効
率

的
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
初
日
か
ら
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う

「
み
の
り
み
の
る
マ
ル
シ
ェ 

エ
ス
パ
ル
山
形
店
」

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
安
全
運
行
と
事
業
発
展

を
祈
願
し
た
初
荷
出
発
式
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昭和女子大生考案「大根メニュー」を期間限定販売

公募の参加者 190 人が取れたての新潟味わう

京急百貨店内のレストランが３品採用

「JＡ全農にいがた大収穫祭 2017」開催

神奈川県本部

新潟県本部

　
昭
和
女
子
大
学
で
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
が
、「
大
根

の
消
費
拡
大
」に
向
け
授
業
で
考
案
し
た
約
30
品
の
メ
ニ
ュ
ー
の
う
ち

3
品
が
、横
浜
市
の
京
急
百
貨
店
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
グ
ラ
ン
ド
ゥ
ー

カ
」「
お
ぼ
ん
d
e
ご
は
ん
」で
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、1
月
11
日
〜
2
月
7

日
の
期
間
限
定
で
販
売
中
で
す
。

　
新
潟
県
本
部
は
平
成
29
年
11
月
26
日
、新
潟
市
内
の
ホ
テ
ル
で「
J
A

全
農
に
い
が
た
大
収
穫
祭
2
0
1
7
」を
開
き
、公
募
の
一
般
参
加
者

を
中
心
に
約
1
9
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
三
浦
市
農
協
と
神
奈
川
県
本

部
農
産
販
売
課
は
、2
0
1
7

年
春
か
ら
昭
和
女
子
大
学
の
産

学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力

し
、
出
前
授
業
や
産
地
見
学
の

受
け
入
れ
、
京
急
百
貨
店
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
支
援
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、前
年
に
続
き
2

回
目
の
取
り
組
み
で
す
。今
回
は

旬
の
県
産
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
コ
ー
ス
料
理
を
楽
し
む

こ
と
を
メ
イ
ン
に
、県
産
農
畜
産

物
を
紹
介
す
る
動
画
放
映
や
県

産
農
産
物
お
よ
び
加
工
品
が
当

た
る
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
料
理
に
使
っ
た
食

材
を
作
っ
て
い
る
生
産
者
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
一
般
参
加
者

と
生
産
者
の
交
流
の
場
を
つ
く

　
管
理
栄
養
学
科
の
原
正
美
准

教
授
は「
高
品
質
な
野
菜
作
り

に
か
け
る
生
産
者
の
思
い
を
酌

ん
で
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
す
る
事

は
、
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
経

験
」と
評
価
し
ま
す
。

　
2
品
を
ア
レ
ン
ジ
し
た「
グ

ラ
ン
ド
ゥ
ー
カ
」の
福
田
良
太
総

料
理
長
は
、「
ヘ
ル
シ
ー
、
イ
ン

ス
タ
映
え
な
ど
学
生
の
こ
だ
わ

り
を
尊
重
し
、
三
浦
産
食
材
中

心
の
イ
タ
リ
ア
ン
に
仕
上
げ
た
。

学
生
と
の
コ
ラ
ボ
は
面
白
く
刺

激
を
受
け
た
」と
振
り
返
り
ま

す
。産
地
で
は「
学
生
考
案
の
大

根
メ
ニ
ュ
ー
を
消
費
拡
大
に
役

立
て
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
あ
ら
た
め

て
県
産
食
材
の
種
類
の
多
さ
や

お
い
し
さ
を
発
見
し
た
」、「
生

産
者
と
の
交
流
が
で
き
て
良

か
っ
た
」と
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
提
供
し

た
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
一
部
を
県

本
部
直
営
レ
ス
ト
ラ
ン「
カ
フ
ェ

&
グ
リ
ル
み
の
り
み
の
る
」で

期
間
限
定
販
売（
11
月
27
日
〜

12
月
30
日
）し
、店
舗
の
集
客
力

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

レ
シ
ピ
を
考
案
し
た
学
生
と
原
准
教
授
。

メ
ニュ
ー
採
用
を
皆
で
喜
ん
だ

「
グ
ラ
ン
ド
ゥ
ー
カ
」福
田
総
料
理
長

ア
レ
ン
ジ「
三
浦
産
大
根
の
ニ
ョッ
キ
」

旬の県産食材をふんだんに使ったコース料理を楽しむ参加者

抽選会でインタビューを受ける生産者
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News!

News!

「ゆめファーム全農」で新規トマト生産者育成

生産コスト低減の取り組み状況を報告・協議

栽培技術から農場運営まで幅広い研修を実施

平成２９年度ＪＡ営農・経済部課長会議を開催

営農・技術センター 生産資材研究室

秋田県本部

　
「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農（
営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
生
産
資
材
研
究
室
ゆ

め
フ
ァ
ー
ム
全
農
栃
木
分
室
）」は
、人
材
育
成
を
目
的
に
ト
マ
ト
栽
培

の
研
修
生
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
県
本
部
は
平
成
29
年
11
月
21
日
、秋
田
市
で「
Ｊ
Ａ
営
農
・
経

済
部
課
長
会
議
」を
開
き
、県
内
Ｊ
Ａ
か
ら
担
当
部
課
長
ら
40
人
が
参
加

し
、生
産
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み
進し
ん

捗ち
ょ
く
状
況
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
」は
平

成
26
年
8
月
に
栃
木
県
栃
木
市

に
設
立
し
、
平
成
29
年
8
月
に

ト
マ
ト
の
第
4
作
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
第
1
作
で

は
出
荷
量
40
・
2
t
／
10
a
の

実
績
を
挙
げ
、「
40
t
／
10
a
出

荷
」の
所
期
の
目
標
を
達
成
し
、

第
2
作
以
降
も
継
続
し
た
高
位

安
定
生
産
を
実
証
し
て
い
ま
す
。

　
研
修
は
ト
マ
ト
栽
培
生
産
者

や
後
継
就
農
者
、
新
規
就
農
者

　
会
議
で
は
、
①
基
肥
肥
料
の

集
中
生
産
・
購
買
を
通
じ
た
価

格
引
き
下
げ
に
よ
る
集
約
銘
柄

の
取
り
組
み
②
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
、
物
流
コ
ス
ト
削
減
を

図
る
担
い
手
直
送
規
格
農
薬
の

取
り
組
み
③
生
産
者
モ
ニ
タ
ー

を
対
象
と
し
、
栽
培
技
術
か
ら

農
場
運
営
ま
で
の
幅
広
い
研
修

を
1
年
間
実
施
し
て
い
ま
す
。具

体
的
に
は
、
研
修
生
が
自
ら
生

育
調
査
を
行
い
、
ト
マ
ト
の
生

育
診
断
を
毎
週
実
施
し
、
長
期

多
段
ど
り
ト
マ
ト
栽
培
で
重
要

と
な
る
環
境
制
御
技
術
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　
研
修
生
の
受
け
入
れ
は
栃
木

県
内
を
中
心
と
し
、
栽
培
面
積

が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

年
間
3
人
程
度
を
上
限
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
1
人
が

巣
立
ち
、
栃
木
県
内
で
若
手
ト

マ
ト
生
産
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。研
修
終
了
後
も
農
業
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス「
ア
グ
リ
ネ
ッ

ト
」を
通
じ
て
お
互
い
の
ハ
ウ
ス

内
環
境
デ
ー
タ
の
比
較
を
行
い
、

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
は
新
た
に
2
人
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。研
修
生
た
ち

は
、今
後
、自
分
の
産
地
を
け
ん

引
す
べ
く
意
欲
的
に
研
修
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
反
映
さ

せ
た
機
能
を
絞
っ
た
低
価
格
農

機
に
つ
い
て
な
ど
、
全
農
が
生

産
者
の
手
取
り
最
大
化
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
る
主
な
自
己
改

革
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
全
中

が
作
成
し
た「
農
協

改
革
の
本
質
と
Ｊ
Ａ

自
己
改
革
」を
用
い
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
生

産
者
へ
取
り
組
み
内

容
の
理
解
を
求
め
、

改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

秋
田
県
本
部
は
、

今
後
も
Ｊ
Ａ
と
共
に

生
産
者
に
有
益
と
な

る
提
案
を
行
い
、
農

業
所
得
の
増
大
と
農

業
生
産
の
拡
大
、
地

域
の
活
性
化
に
努
め

ま
す
。

ト
マ
ト
の
栽
培
技
術
か
ら
農
場
運
営
ま
で

幅
広
く
学
ぶ
研
修
生

生
産
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み
状
況
を
協
議
し
た

Ｊ
Ａ
営
農
・
経
済
部
課
長
会
議

　全農は、職員の事業貢献への尽力をたたえ公表する
ことで、職員・職場の一層の意欲向上を図ることを目的
に表彰しています。神出元一理事長は平成29年12月
15日、「ＪＡタウン事業の取り扱い拡大による事業機能
強化」の功績をたたえ、本所生活リテール部くらしの支

　ＪＡタウンは、ネット通販市場に
おける国産農畜産物の販売拠点と
して、平成13年に全農が開設した
インターネット上のショッピング
モールです。開設以来、ＪＡグルー
プの出店を推進し、会員数と出店
数を伸ばしてきましたが、近年は伸

特許の発明、出願・登録功労賞を受賞した４氏の業績は次の通り。

び悩みの状況にありました。
　そのなかで「消費者直接販売の
拡大に向けた事業の拡充」の実践
として、①大手ネット通販事業者と
の提携による認知向上、②ＪＡバン
クをはじめとする法人需要の獲得、
③「ふるさと納税」関連事業への参

入の新しい取り組みを実践し、大
幅な取扱高拡大を達成しました。
また、これらの取り組みを通じ、本
会事業計画の「元気な地域社会づ
くりへの支援」の実践と国産農畜
産物の取り扱い拡大に貢献しまし
た。

本所耕種総合対策部
営農・技術センター

特別功労賞を受けたＪＡタウン室のみなさん 特許の発明、出願・登録で功労賞を受けた４氏（前列）

植物栽培用容器及び植物の
栽培方法

　発泡スチロールを活用したＪＡ全農
式トロ箱養液栽培システム「うぃずＯｎ
ｅ」用の栽培槽の開発、研究、実証試
験を行い、水稲育苗ハウスの遊休期間
におけるミニトマトなどの施設園芸品
目での普及につながる栽培容器と栽
培方法の特許を取得した。
　平成25年2月28日に出願し、29年
2月24日に登録。

ＪＡタウン室を特別表彰、
特許発明登録者4氏に功労賞

特別表彰

山田 圭太
石田 裕太郎

本所畜産生産部
福岡畜産生産事業所

哺乳動物の胚又は受精卵の
非凍結低温保存方法

　本会ＥＴ研究所が取り組んでいる牛
の受精卵移植における「受精卵のチル
ド（非凍結）での保存技術」の開発・実
用化に取り組み、従来の凍結受精卵の
欠点だった凍結と融解過程でのダ
メージをなくすチルド保存液開発に取
り組み、実用化に至り、畜産農家への
受精卵供給事業拡大につながった。
　平成24年8月21日に出願し、28年
10月14日に登録。

出田 篤司

本所生産資材部
東北広域施設事業所

積雪耐荷重試験方法

　施設園芸で広く使用されている地中
押し込み式パイプハウスについて、一
つのアーチパイプを架構（骨組みとな
る部材を結合して組み立てた構造物）
モデルとし、各節点にかかる固定荷重
と単位積雪荷重を段階的に増やしな
がら載荷してアーチパイプの変形量を
測定することで積雪耐荷重を評価する
もの。
　平成27年3月31日に出願し、29年
3月31日に登録。

三浦 実

特
許
の
概
要

特
許
名

対
象
者 いでた

功労賞

ＪＡタウン室を特別表彰、
特許発明登録者4氏に功労賞

援事業課ＪＡタウン室に特別功労賞を授与しました。
また、生産者の手取り向上やＪＡグループの事業機能
強化につながる特許の発明、出願・登録の功績をたた
え、特許発明登録者４氏に功労賞を贈りました。

【人事部】
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　全農は、職員の事業貢献への尽力をたたえ公表する
ことで、職員・職場の一層の意欲向上を図ることを目的
に表彰しています。神出元一理事長は平成29年12月
15日、「ＪＡタウン事業の取り扱い拡大による事業機能
強化」の功績をたたえ、本所生活リテール部くらしの支

　ＪＡタウンは、ネット通販市場に
おける国産農畜産物の販売拠点と
して、平成13年に全農が開設した
インターネット上のショッピング
モールです。開設以来、ＪＡグルー
プの出店を推進し、会員数と出店
数を伸ばしてきましたが、近年は伸

特許の発明、出願・登録功労賞を受賞した４氏の業績は次の通り。

び悩みの状況にありました。
　そのなかで「消費者直接販売の
拡大に向けた事業の拡充」の実践
として、①大手ネット通販事業者と
の提携による認知向上、②ＪＡバン
クをはじめとする法人需要の獲得、
③「ふるさと納税」関連事業への参

入の新しい取り組みを実践し、大
幅な取扱高拡大を達成しました。
また、これらの取り組みを通じ、本
会事業計画の「元気な地域社会づ
くりへの支援」の実践と国産農畜
産物の取り扱い拡大に貢献しまし
た。

本所耕種総合対策部
営農・技術センター

特別功労賞を受けたＪＡタウン室のみなさん 特許の発明、出願・登録で功労賞を受けた４氏（前列）

植物栽培用容器及び植物の
栽培方法

　発泡スチロールを活用したＪＡ全農
式トロ箱養液栽培システム「うぃずＯｎ
ｅ」用の栽培槽の開発、研究、実証試
験を行い、水稲育苗ハウスの遊休期間
におけるミニトマトなどの施設園芸品
目での普及につながる栽培容器と栽
培方法の特許を取得した。
　平成25年2月28日に出願し、29年
2月24日に登録。

ＪＡタウン室を特別表彰、
特許発明登録者4氏に功労賞

特別表彰

山田 圭太
石田 裕太郎

本所畜産生産部
福岡畜産生産事業所

哺乳動物の胚又は受精卵の
非凍結低温保存方法

　本会ＥＴ研究所が取り組んでいる牛
の受精卵移植における「受精卵のチル
ド（非凍結）での保存技術」の開発・実
用化に取り組み、従来の凍結受精卵の
欠点だった凍結と融解過程でのダ
メージをなくすチルド保存液開発に取
り組み、実用化に至り、畜産農家への
受精卵供給事業拡大につながった。
　平成24年8月21日に出願し、28年
10月14日に登録。

出田 篤司

本所生産資材部
東北広域施設事業所

積雪耐荷重試験方法

　施設園芸で広く使用されている地中
押し込み式パイプハウスについて、一
つのアーチパイプを架構（骨組みとな
る部材を結合して組み立てた構造物）
モデルとし、各節点にかかる固定荷重
と単位積雪荷重を段階的に増やしな
がら載荷してアーチパイプの変形量を
測定することで積雪耐荷重を評価する
もの。
　平成27年3月31日に出願し、29年
3月31日に登録。

三浦 実

特
許
の
概
要

特
許
名

対
象
者 いでた

功労賞

ＪＡタウン室を特別表彰、
特許発明登録者4氏に功労賞

援事業課ＪＡタウン室に特別功労賞を授与しました。
また、生産者の手取り向上やＪＡグループの事業機能
強化につながる特許の発明、出願・登録の功績をたた
え、特許発明登録者４氏に功労賞を贈りました。

【人事部】

「うぃずOne」は特許を取得し、ロゴを商標登録しています。「ＪＡ全農式トロ箱養液栽培システム」のロゴ5 2018 1.22 vol.829
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ＪＡちばみどり
（千葉県）

概要 平成29年12月31日現在

正組合員数　　　　 　1万2234人
准組合員数　　　　 　 　 9344人
職員数                       391人
販売品取扱高          317億8千万円
購買品取扱高          91億4千万円
貯金残高  　            1667億円
長期共済保有高     6302億2千万円
主な農産物　　　キャベツ、ダイコン、
　キュウリ、トマト、ネギ、イチゴ、メロン、
　米、生乳、鶏卵

組
織
活
動
生
か
し
生
産
基
盤
強
化

県
下
最
大
の
ち
ば
エ
コ
農
業
産
地

担
い
手
担
当
や
営
農
振
興
員

は
、J
A
主
催
の
総
会
を
は
じ

め
査
定
会
、
反
省
会
、
講
習
会
、

圃ほ

場じ
ょ
う

巡
回
な
ど
に
2
万
件
、
携

帯
電
話
や
電
子
機
器
な
ど
で

2
5
0
0
件
以
上
に
対
応
し
、

生
産
組
織
・
農
家
と
密
接
に
関

わ
り
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
伝
達

を
し
て
い
ま
す
。地
道
な
活
動
が

評
価
さ
れ
、
平
成
29
年
11
月
に

　
5
J
A
合
併
か
ら
17
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、
生
産
組
織
を
第

一
に
、
活
性
化
を
支
援
す
る
た

め
営
農
指
導
体
制
の
構
築
と
生

産
者
へ
出
向
く
体
制
、
対
応
力

の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
80

以
上
の
組
合
員
組
織
を
有
し
、

農
業
産
地
の
指
定
と
ち
ば
エ
コ

農
産
物
の
認
証
を
受
け
、
現
在

で
は
キ
ャ
ベ
ツ
・
ダ
イ
コ
ン
で

県
下
最
大
の
ち
ば
エ
コ
農
業
産

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
組
織
力
を
大
事

に
販
売
力
の
強
い
J
A
に
な
る

べ
く
、農
家
所
得
を
増
や
し
、組

合
員
か
ら
よ
り
一
層
頼
ら
れ
る

J
A
と
し
て
ま
い
進
し
て
い
き

ま
す
。

茨城県

東京県

神奈川県

埼玉県

千葉県

　
J
A
ち
ば
み
ど
り
は
温
暖
な

地
域
で
、
年
間
を
通
じ
て
キ
ャ

ベ
ツ
や
ダ
イ
コ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
約
60
品
目
の
作
物
や
農
畜

産
物
を
生
産
し
て
い
ま
す
。販
売

品
取
扱
高
は
年
間
3
0
0
億
円

を
超
え
、
首
都
圏
か
ら
1
0
0

㌔
圏
内
と
い
う
利
点
も
あ
り
、

新
鮮
な
農
畜
産
物
を
供
給
し
て

い
ま
す
。

J
A
を
代
表
す
る
生
産
組
織「
銚

子
野
菜
連
合
会
」が
千
葉
県
功
労

者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

銚
子
野
菜
連
合
会
は
6
0
4

人
で
組
織
し
、キ
ャ
ベ
ツ
、ダ
イ

コ
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を

作
付
け
、「
灯
台
印
」ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
、
全
国
に
知
ら
れ
て
い

ま
す
。早
く
か
ら
、土
づ
く
り
の

た
め
の
堆
肥
や
緑
肥
の
利
用
に

取
り
組
み
、併
せ
て
化
学
肥
料
・

化
学
合
成
農
薬
の
削
減
に
組
織

を
挙
げ
て
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
千
葉
県
の
環
境
保
全
型
農
業

普
及
に
向
け
平
成
14
年
、
減
農

薬
・
減
化
学
肥
料
な
ど
に
よ
る

「
ち
ば
エ
コ
農
産
物
認
証
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、い
ち
早
く
キ
ャ

ベ
ツ
・
ダ
イ
コ
ン
で
ち
ば
エ
コ

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

「灯台印」ブランドで全国的に知られるキャベツ

エコ農業を実践する銚子野菜連合会本部役員の皆さん

ちばエコ農業産地となっているダイコンの圃場

担
い
手
担
当
や
営
農
振
興
員

出
向
く
体
制
、対
応
力
を
強
化

早
く
か
ら
エ
コ
農
業
を
推
進

県
の
認
証
受
け
地
位
を
確
立
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県
本
部

だ
よ
り

福岡県本部

イ
チ
ゴ
に
続
き
ト
マ
ト
栽
培
に
も
着
手

　

福
岡
県
本
部
は
平
成
27
年
3

月
、「
西
日
本
鉄
道
」が
持
つ
商
品

企
画
、販
路
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と

「
Ｊ
Ａ
全
農
」の
持
つ
営
農
生
産
指

導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み
合
わ
せ
、

総
合
的
な
農
業
振
興
を
目
指
す
会

社
と
し
て
㈱
Ｎ
Ｊ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー

ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
発
足
当
時
か
ら
の
イ
チ
ゴ
生
産

に
加
え
、今
年
度
か
ら
ト
マ
ト
生

産
を
開
始
し
、生
産
か
ら
収
穫
・

流
通
・
販
売
に
至
る
ま
で
の
技

術
・
知
識
を
学
ぶ
環
境
を
整
え
、

今
後
の
農
業
を
支
え
る
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
実
践
的
研
修
施
設
と
の
位
置
付

け
の
も
と
、福
岡
県
を
代
表
す
る

高
収
益
品
目
で
あ
る
イ
チ
ゴ「
博

多
あ
ま
お
う
」を
栽
培
し
て
い
ま

す
。農
業
に
関
す
る
深
い
知
識
と

実
績
、従
業
員
雇
用
に
よ
る
大
規

模
栽
培
を
実
践
し
て
お
り
、10
㌃

当
た
り
の
収
量
規
模
と
も
に
県
内

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者

を
講
師
に
迎
え
、イ
チ
ゴ
の
基
礎
知

識
か
ら
応
用
ま
で
事
細
か
に
実
践

作
業
を
取
り
入
れ
た
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

初
年
度
、２
年
目
と
も
い
く
つ

か
の
失
敗
は
あ
っ
た
も
の
の
、そ

れ
を
糧
と
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、

同
社
の
み
な
ら
ず
卒
業
生

と
も
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
で
収
量
向
上
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。同
社
の
収
量
は

県
平
均
の
お
よ
そ
1
・
5

倍
と
な
り
、生
産
基
盤
を

確
立
し
つ
つ
あ
る
状
況
で

あ
り
、卒
業
生
の
収
量
も

県
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、

生
産
者
と
し
て
順
調
な
滑

り
出
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
イ
チ
ゴ
に
続
く
高
収
益

農
業
の
実
践
第
2
弾
と
し
て
、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
位
置
付

け
の
も
と
今
年
度
10
月
末
か
ら
環

境
制
御
に
よ
る
ト
マ
ト
栽
培
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
新
設
し
た
20
㌃
の
鉄
骨
ハ
ウ
ス

で
、ハ
ウ
ス
内
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム

実
践
的
研
修
で
イ
チ
ゴ
栽
培

収
量
は
県
平
均
の
１・５
倍

環
境
制
御
に
よ
る

ト
マ
ト
栽
培
を
開
始
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ennoh W
eekly

県
本
部
だ
よ
り

（
デ
ン
ソ
ー
社
製
プ
ロ
フ
ァ
ー
ム
）

を
導
入
し
、各
種
機
器
を
設
定
値

に
基
づ
き
統
合
的
に
自
動
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り

生
物
成
長
6
因
子（
光
／
温
度
／

湿
度
／
C
O
2

／
水
／
養
分
）を

最
適
化
し
、理
想
的
な
ハ
ウ
ス
環

境
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、生
産

振
興
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。栽
培
方

法
に
は
、簡
単
、低
コ
ス
ト
な
コ
コ

バ
ッ
ク
栽
培
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
目
標
数
量
と
し
て
は
、初
年
度

は
10
㌃
12
・
１
㌧
で
す
が
、将
来

的
に
は
37
㌧
と
し
、環
境
制
御
ハ

ウ
ス
栽
培
に
よ
る
高
収
益
農
業
を

実
践
し
て
い
き
ま
す
。

今年度からスタートしたトマト栽培

県平均を大幅に上回る収量のイチゴ
栽培
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　全
農
で
は
J
A
・
生
産
者
に

対
し
、
業
態
別
の
業
務
用
実
需

者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
収
量
増

で
所
得
確
保
が
見
込
め
る
「
多

収
品
種
」
や
、「
用
途
別
適
性

の
あ
る
品
種
」
の
作
付
け
を
提

案
し
、
営
農
支
援
を
行
い
な
が

ら
生
産
拡
大
を
図
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
目
標
と
し
て
全
国

で
、
30
年
産
で
1
万
㌧
、
31
年

産
で
3
万
㌧
と
段
階
的
に
拡
大

し
、
33
年
産
で
10
万
㌧
以
上
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　提
案
品
種
は
、
作
期
分
散
や

病
害
抵
抗
性
な
ど
各
地
域
の
生

産
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
選
定
し
、

「
あ
き
だ
わ
ら
」「
や
ま
だ
わ
ら
」

「
ほ
し
じ
る
し
」「
と
よ
め
き
」

な
ど
農
研
機
構
が
開
発
し
た
品

種
を
中
心
に
扱
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
研
機
構
と
全
農
が
共

同
研
究
で
開
発
し
た
東
北
向
け

多
収
品
種
「
ゆ
み
あ
ず
さ
」（
多

収
、
良
食
味
）」
は
平
成
29
年

10
月
に
品
種
登
録
出
願
が
公
表

さ
れ
、
今
後
、
作
付
け
提
案
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　全
農
が
多
収
品
種
な
ど
新
し

い
品
種
に
よ
る
業
務
用
向
け
契

約
栽
培
を
本
格
的
に
始
め
た
の

は
27
年
産
・
14
㌶
（
4
産
地
）

か
ら
で
、
29
年
産
で
2
7
0
㌶

（
20
産
地
）
ま
で
拡
大
し
ま
し

た
。
現
在
、県
域・本
所
の
「
販

売
・
購
買
・
営
農
」
3
部
門
が

連
携
し
、
販
売
面
で
は
実
需
者

と
産
地
と
の
契
約
栽
培
提
案
・

結
び
付
き
、
購
買
面
で
は
栽
培

暦
の
作
成
な
ど
、
営
農
面
で
は

有
望
品
種
の
選
定
や
栽
培
技
術

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
「
全
農
の
総
合
力
」
を
発
揮

し
、
取
り
組
み
拡
大
を
進
め
ま

す
。

33 年産で 10 万㌧以上を目標に提案推進

担い手へ業務用向け米の
契約栽培推進

止葉が直立して受光態勢が良い多収、良食味の「ゆみあずさ」
農研機構と全農が共同研究で開発した「ゆみあず
さ」育成を知らせる農研機構のプレスリリース（抜粋）

　
全
農
は
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、

生
産
者
の
所
得
、
営
農
の
安

定
を
目
指
し
て
実
需
者
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
生
産
提
案
型

事
業
を
展
開
し
、
そ
の
一
環

と
し
て
業
務
用
実
需
者
と
の

契
約
栽
培
の
拡
大
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　      【
米
穀
部
】
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「ご飯でチャレンジ、甲子園！」プロジェクトの紹介パネル

性
〜
」と
題
し
て
立
命
館
大
学
の

海
老
久
美
子
教
授
が
基
調
講
演
、

高
校
球
児
に
と
っ
て
の
食
事
と
運

動
と
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
、エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
お
米
と
そ
の

食
べ
方
に
つい
て
講
演
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

元
プ
ロ
野
球
選
手
で
少
年
野
球
を

指
導
す
る
屋
鋪
要
さ
ん
と
野
球

日
本
代
表
Ｕ-

12
代
表
監
督
の
仁

志
敏
久
さ
ん
、日
本
大
学
第
三
高

校
硬
式
野
球
部
監
督
の
小
倉
全

由
さ
ん
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
と

現
在
指
導
す
る
球
児
た
ち
の
食

事
情
を
交
え
な
が
ら
、「
バ
ラ
ン
ス

良
い
身
体
育
成
の
た
め
に
は
食
の

自
己
管
理
が
重
要
だ
」と
訴
え
ま

し
た
。

食
の
自
己
管
理
の
た
め
に
屋
鋪

さ
ん
と
仁
志
さ
ん
は「
好
き
嫌
い

な
く
食
べ
る
こ
と
」、小
倉
さ
ん
は

「
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
」

が
大
切
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

海
老
教
授
は「
食
事
を
楽
し
く

す
る
ポ
イ
ン
ト
は『
地
元
愛
』、

『
フ
ー
ド
は
風
土
』。地
域
で
育
ち
、

そ
の
代
表
と
し
て
甲
子
園
で
戦
っ

て
い
く
高
校
球
児
ら
に
は
、地
域
の

人
た
ち
と
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
土
地
の
も
の
を
も
っ
と
見
て

感
じ
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し

た
。屋

鋪
さ
ん
、仁
志
さ
ん
は
自
身

の
母
親
の
話
を
交
え
な
が
ら「
子

　
全
農
が
協
力
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム「
高
校
野
球
と
食
事
〜

そ
の
大
切
さ
を
学
ぶ
」が
平
成

29
年
12
月
1
日
、東
京
・
有
楽

町
の
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

一
般
応
募
者
６
４
３
人
が
参
加

し
ま
し
た
。          

【
広
報
部
】

「
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

す
る
た
め
の
食
事
〜
お
米
の
重
要

ど
も
た
ち
の
一
番
の
地
元
は
お
母

さ
ん
。お
母
さ
ん
の
ご
飯
が
お
い
し

い
こ
と
が
一
番
の
元
気
の
も
と
」と

話
し
ま
し
た
。　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、全
農
が

今
年
度
か
ら
取
り
組
む「
ご
飯
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
、甲
子
園
！
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
P
R
の
た
め
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と

い
う
位
置
付
け
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
立
命
館
大
学
と
提
携
し
、「
米

飯
と
国
内
産
食
品
を
中
心
と
し

た
日
本
型
食
生
活
が
、高
校
球
児

の
心
身
の
成
長
に
及
ぼ
す
影
響
」

を
調
査
し
ま
す
。調
査
対
象
校
に

は
食
事
指
導
の
他
、地
元
Ｊ
Ａ
の

お
米
を
４
年
間
毎
月
提
供
し
、球

児
た
ち
は
地
元
の
農
業
に
関
わ
る

地
域
貢
献
活
動
を
行
い
、地
域
や

農
業
と
の
関
わ
り
を
深
め
ま
す
。

シンポジウム開催シンポジウム開催
「
地
元
愛
」育
む
全
農
の

「
ご
飯
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
、甲
子
園
！
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「高校野球と食事～その大切さを学ぶ」をテーマに開かれたパネルディスカッション

全農と野球、海老教授との
プロジェクトについて話す

山﨑周二専務

ブースではパネルのほか、全農の甲子園関連新聞広告
（日本農業新聞、朝日新聞、日刊スポーツ）を紹介
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（園芸部）

　1月も先月に引き続き、バレイショ・タマネギを除き、西南暖地・中京・関東
産地を中心に出荷されます。

　キャベツは、愛知・千葉・神奈川などが中心の出荷となります。昨年10月の台風の影
響で、種まき遅れや作柄・出荷の不安定な圃

ほ
場
じょう

が見られます。出荷量は、前年を下回る見
込みです。
　ハクサイは、茨城が中心の出荷となります。台風の影響と直近の低温から、肥大は遅延
傾向。出荷ペースは緩慢で、出荷量は前年を下回る見込みです。
　レタスは、静岡・兵庫・香川などが中心の出荷となります。低温・干ばつで生育はやや
遅れ気味。種まきが計画通りにできていない産地もあり、年明けもだらだらした出荷とな
る見込みです。出荷量は、前年を下回る見込みです。
　ダイコンは、神奈川・千葉などが中心の出荷となります。低温・干ばつで生育ペースが
鈍く、出荷量は、前年を下回る見込みです。
　ニンジンは、千葉・埼玉などが中心の出荷となります。作柄は若干小玉傾向。出荷量は
少なかった前年並みを見込んでいます。
　トマトは、熊本・愛知・千葉などが中心の出荷となります。出荷量は前年をやや下回る
見込みです。
　キュウリは、千葉・宮崎などが中心の出荷となります。出荷量は前年並みを見込みます。
　ナス・ピーマンは西南暖地からの出荷が中心。出荷量は前年並みを見込みます。
　バレイショは、北海道・長崎・鹿児島などが中心の出荷となります。出荷量は前年をや
や下回る見込みです。
　タマネギは、北海道が中心の出荷となります。出荷量は前年を下回る見込みです。

　店頭では、引き続き鍋商材が陳列されています。特に、ネギなどの露地野
菜は寒さに当てられることにより甘みが増し、おいしい季節となります。また、

1月の中旬あたりから、春を先取りして菜の花やグリーンピースなど、春めいた色合い
の野菜が店頭をにぎわすようになります。

寒さで野菜の甘さも増す季節

　１月は、先月から引き続きミカン・リンゴ・イチゴ・
干し柿が出荷されるのに加えて晩かん類やキウイフ

ルーツが出回り始めます。
　ミカン類は、静岡・長崎・愛媛などが中心の出荷となりま
す。昨年12月から出荷量が少ない状況が続いており、越年数
量は平年を下回る見込みで年明け以降も前年を下回る出荷量
となる見込みです。
　「伊予柑」は愛媛から出荷が始まります。生産量は昨年より
少ない見込みですが、肥大も良く、市場出荷量は前年並みか
らやや多くなる見込みです。
　「デコポン」の名で知られる「不知火」は、熊本を中心に佐賀・
長崎からの出荷となります。１月後半からは無加温ハウス物へ
と切り替わり、おおむね前年並みの出荷量が見込まれます。
　リンゴは、青森の貯蔵品に切り替わってきます。品種は「ふ
じ」・「王林」・「ジョナゴールド」が中心となります。やや小玉
傾向であり、出荷量は前年並みかやや下回る見込みです。
　イチゴは、栃木・福岡・静岡・佐賀などからの出荷となり
ます。昨年12月から出荷量が伸び悩んでおり、１月からは徐々
に増えてきますが、前年をやや下回る出荷量となる見込みで
す。
　キウイフルーツは、福岡・和歌山・愛媛などからの出荷とな
ります。出荷量は少なかった前年を上回る見込みです。

　新年初売り、成人式などの販促企画に合わせて、さま
ざまな売り出しがされています。食味はもちろんのこと、

鮮やかな彩りなどをアピールし、拡販につなげていきたいです。

　昨年12月は、イチゴ、レタス、キュウリ、トマト・ミニトマトの主産県が一堂に会し、作況見
通しや販売対策の共有化、消費拡大の進め方について協議しました。今後も主産県による情報
交換会などを定期的に開催し、出荷情報や販売情報の共有を図ります。

ミカン･リンゴ･イチゴの需要期

青 果 情 勢
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畜 産 情 勢
（畜産総合対策部）

牛 肉

鶏 肉

相場は一定程度緩む

鍋物需要で高水準続く

豚 肉

鶏 卵

軟調の見込み

基準値150円スタート

　平成29年12月の成牛と畜頭数は、速報値で約8万8千頭
（前年比92.0%）と減少しています。
　12月の東京市場枝肉卸売価格は速報値で、和牛去勢
A5が2919円（前年比99.0%）、和牛去勢A4が2662円（同
99.5%）、和牛去勢A3が2435円（同100.9%）、交雑牛B3
が1578円（同90.0%）でした。
　農畜産業振興機構の1月の国内出荷予測頭数を品種別にみ
ると、和牛が約3万頭（前年比96.0%）、交雑牛が約1万8千頭

（同100.5%）、乳牛（雌含む）が約2万7千頭（同95.3%）で、全
体では約7万6千頭（同96.9%）と見込んでいます。
　12月の枝肉相場は、上旬から中旬にかけて年末年始需要の
盛り上がりから、かなり強含
みの相場展開となりました
が、下旬に差し掛かった途
端に11月並み水準まで値を
下げ、荒い相場展開となりま
した。1月の相場は、年末年
始の繁忙期から需要が減
退するため、相場は一定程
度緩むものとみられます。

　平成29年12月の相場は、もも肉644円/㎏（前
月比39円上げ）・むね肉318円/㎏（前月比1円下
げ）で、正肉合計で962円/㎏と前月比38円上げと
なりました。もも肉は、12月初め615円、月末676円
と上げ幅61円となりましたが、平成28年12月末の
689円には及びませんでした。むね肉は前月比若干
の下げとなっていますが、旺盛な需要に支えられ前
年比60円高と相変わらず高い水準が継続していま
す。
　1月は平均気温が平年並みもしくは低くなるとの予
測のため、鍋物需要が続き大きな下げはないものと
思われ、もも肉は月平均
で640円、むね肉につい
ても加工筋などからの引
き合いが引き続き強く、
月平均で310円と予測し
ます。

　平成29年12月の全国と畜頭数は、速報値で約135万頭、前年
同比95.9%となっています。
　12月の東京食肉市場枝肉相場は、速報値で575円㎏（前年比
107.0%、前月比99.1%）となり、前年を大きく上回りました。出荷
頭数は、少ないとの見方が先行したものの、比較的気温が安定し
ていたため増体が良く、速報値ベースで前年並みの100.4%となり
ました。
　農林水産省食肉鶏卵課発表の1月出荷予測頭数は、約143万頭

（前年比103%）です。11月まで続いた例年にない高値により海外チ
ルドポークの販促固定化や、一部地域での他畜種へのシフト、ひい
ては単月では過去最高となった輸入量の急増が見られ、12月の市
況は盛り上がりに欠ける展開と
なりました。
　年明け以降、売り場や販促
が平月ベースに戻る中、肉豚出
荷は季節的に増加が見込まれ、
市況は軟調に転じると思われま
すが、海外からのチルドポーク
の輸入量によっては波乱含みの
展開になることも推測されます。

　平成29年12月の東京相場の月間平均は、Mサイ
ズ基準値234円（前年比-11円）となりました。
　11月から断続的に高病原性鳥インフルエンザが
発生し不足感が高まった平成28年と比較すると、
12月単月では一段低い水準となりましたが、平成
29年の年間平均は、堅調な需要を背景に207円（前
年比+2円）となりました。
　平成30年の初市については、生産量が増加傾向
にある中、業務筋やテーブルエッグの年末需要が予
測を下回ったことや加工筋のスポット購入の動きが
前年ほど活発ではなかったことから、東京Mサイズ
基準値は、150円（前年
比△15円）スタートとな
りました。
　今後、年末年始の産
地在庫の解消が進めば、
相場水準は徐々に回復
する見込みです。
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